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令
和
６
年
度
か
ら
、
森
林
環
境
税

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
森
林
環
境
税

（
国
税
）
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。
森

（
国
税
）
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。
森

林
環
境
税
は
、
市
町
村
に
よ
る
森
林
整

林
環
境
税
は
、
市
町
村
に
よ
る
森
林
整

備
の
財
源
と
な
る
、
森
林
環
境
譲
与
税

備
の
財
源
と
な
る
、
森
林
環
境
譲
与
税

と
し
て
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
な
ど

と
し
て
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
な
ど

の
自
治
体
に
譲
与
さ
れ
ま
す
。

の
自
治
体
に
譲
与
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
森
林
環
境
税
の
目
的
や

　

今
回
は
こ
の
森
林
環
境
税
の
目
的
や

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
な
ど
に
つ
い

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

て
説
明
し
ま
す
。

●●
創
設
の
背
景

創
設
の
背
景

　

森
林
が
有
す
る
公
益
的
機
能
は
、
国

　

森
林
が
有
す
る
公
益
的
機
能
は
、
国

土
の
保
全
や
地
球
温
暖
化
防
止
だ
け
で

土
の
保
全
や
地
球
温
暖
化
防
止
だ
け
で

な
く
、
土
地
や
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
く
、
土
地
や
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
所

な
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
所

有
者
や
境
界
が
わ
か
ら
な
い
森
林
の
増

有
者
や
境
界
が
わ
か
ら
な
い
森
林
の
増

加
や
森
林
整
備
の
担
い
手
不
足
な
ど
が

加
や
森
林
整
備
の
担
い
手
不
足
な
ど
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
パ
リ
協
定

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
パ
リ
協
定

の
枠
組
み
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

の
枠
組
み
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
目
標
の
達
成
や
災
害
防
止
等
を

出
削
減
目
標
の
達
成
や
災
害
防
止
等
を

図
る
た
め
の
森
林
整
備
等
に
必
要
な
地

図
る
た
め
の
森
林
整
備
等
に
必
要
な
地

方
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
必
要
が

方
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
必
要
が

生
ま
れ
、
平
成

生
ま
れ
、
平
成
3131
年
３
月
に
森
林
環
境

年
３
月
に
森
林
環
境

税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法

税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法

律
が
成
立
し
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林

律
が
成
立
し
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林

環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●●  

森
林
環
境
税
と

森
林
環
境
税
と  

森
林
環
境
譲
与
税
の
仕
組
み

森
林
環
境
譲
与
税
の
仕
組
み

　

森
林
環
境
税
は
個
人
住
民
税
均
等
割

　

森
林
環
境
税
は
個
人
住
民
税
均
等
割

と
併
せ
て
１
人
年
額
１
０
０
０
円
を
市

と
併
せ
て
１
人
年
額
１
０
０
０
円
を
市

町
村
が
徴
収
す
る
国
税
で
す
。

町
村
が
徴
収
す
る
国
税
で
す
。

　

こ
れ
は
市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
の

　

こ
れ
は
市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
の

財
源
と
し
て
地
方
自
治
体
（
都
道
府

財
源
と
し
て
地
方
自
治
体
（
都
道
府

県
・
市
町
村
）
に
対
し
て
、
私
有
林
人

県
・
市
町
村
）
に
対
し
て
、
私
有
林
人

工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数
及
び
人
口

工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数
及
び
人
口

に
よ
る
客
観
的
な
基
準
で
按
分
さ
れ
、

に
よ
る
客
観
的
な
基
準
で
按
分
さ
れ
、

森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て
譲
与
さ
れ
ま

森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て
譲
与
さ
れ
ま

す
。
す
。

　　

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
前
述
の
法
律

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
前
述
の
法
律

に
基
づ
き
、
市
町
村
で
は
、
間
伐
等
の

に
基
づ
き
、
市
町
村
で
は
、
間
伐
等
の

森
林
整
備
や
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確

森
林
整
備
や
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確

保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等

保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等

の
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
に
充
て

の
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
に
充
て

ま
す
。

ま
す
。

　

都
道
府
県
で
は
、
森
林
整
備
を
実
施

　

都
道
府
県
で
は
、
森
林
整
備
を
実
施

す
る
市
町
村
の
支
援
等
に
関
す
る
費
用

す
る
市
町
村
の
支
援
等
に
関
す
る
費
用

に
充
て
ま
す
。

に
充
て
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

森
林
環
境
税

森
林
環
境
税

森
林
環
境
譲
与
税

森
林
環
境
譲
与
税

と

森林環境税及び森林環境譲与税の仕組み

公 益 的 機 能 の 発 揮

森
林
の
公
益
的
機
能
と
は

　

森
林
は
土
砂
災
害
防
止
に
よ
る
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
に
よ
る
飲
み
水
な
ど
の
用
水
の
確

保
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
、
保
健
増
進
、
木
材
や
き
の
こ
な
ど
の
生
産
な
ど
生
活
に
恩
恵
を

も
た
ら
す
様
々
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
の
機
能
を
公
益
的
機
能
や
多
面
的
機
能
と
呼
び
ま
す
。

▲出典： 林野庁Webサイト 
https://www.rinya.maff .go.jp/j/keikaku/kankyouzei/kankyouzei_jouyoze

注：一部の団体においては超過課税が実施されている。

インターネットの利用等により使途を公表

等
地球温暖化
防止機能

災害防止・
国土保全機能

水源
涵養機能

令和６年度から施行 令和元年度から施行

都 道 府 県

市 町 村

国　

税

森林環境税　1,000 円／年
（賦課徴収は市町村が行う）

個
人
住
民
税 

均
等
割

道府県民税　1,000 円／年

市町村民税　3,000 円／年

納 税 義 務 者 約6,200万人

賦
課
決
定

賦
課
決
定

森 林 環 境 譲 与 税
私有林人工林面積（林野率により補正）、林業
就業者数、人口により按分

国
交 付 税 及 び 譲 与 税 配 付 金 特 別 会 計

都 道 府 県
●市町村の支援　等

インターネットの
利用等により使途を公表

市 町 村
● 間伐（境界画定、路網の整備等を含む）
● 人材育成・担い手確保
● 木材利用促進、普及啓発　等

2



●●
村
へ
の
譲
与
額

村
へ
の
譲
与
額

　

森
林
環
境
税
の
賦
課
は
令
和
６
年
度

　

森
林
環
境
税
の
賦
課
は
令
和
６
年
度

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
森
林
環
境

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
森
林
環
境

譲
与
税
は
国
の
機
構
準
備
金
を
使
っ
て
、

譲
与
税
は
国
の
機
構
準
備
金
を
使
っ
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
譲
与
が
始
ま
っ
て
い

令
和
元
年
度
か
ら
譲
与
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
村
へ
は
令
和
元
年
度
か
ら
４
年

ま
す
。
村
へ
は
令
和
元
年
度
か
ら
４
年

度
ま
で
に
累
計
で
３
７
３
７
万
円
が
譲

度
ま
で
に
累
計
で
３
７
３
７
万
円
が
譲

与
さ
れ
ま
し
た
。

与
さ
れ
ま
し
た
。

●●
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
効
果
的
に
活
用

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
効
果
的
に
活
用

し
、
森
林
へ
の
理
解
や
普
及
啓
発
等
を

し
、
森
林
へ
の
理
解
や
普
及
啓
発
等
を

目
的
と
し
て
、
村
で
は
い
く
つ
か
の
事

目
的
と
し
て
、
村
で
は
い
く
つ
か
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

❶
森
林
経
営
管
理
事
業

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設
に
併
せ
、

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設
に
併
せ
、

荒
廃
森
林
や
不
在
所
有
者
の
森
林
な

荒
廃
森
林
や
不
在
所
有
者
の
森
林
な

ど
を
効
果
的
に
整
備
し
て
い
く
た
め
、

ど
を
効
果
的
に
整
備
し
て
い
く
た
め
、

「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
を
始
め
ま
し

「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
を
始
め
ま
し

た
。
た
。

　

こ
の
制
度
は
本
来
、
森
林
法
に
よ
り

　

こ
の
制
度
は
本
来
、
森
林
法
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
森
林
の
適
切
な

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
森
林
の
適
切
な

整
備
に
つ
い
て
、
森
林
所
有
者
個
人
で

整
備
に
つ
い
て
、
森
林
所
有
者
個
人
で

は
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
を
踏

は
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
森
林
の
所
在
す
る
市
町
村
も
し

ま
え
、
森
林
の
所
在
す
る
市
町
村
も
し

く
は
地
域
の
事
業
体
に
整
備
（
森
林
の

く
は
地
域
の
事
業
体
に
整
備
（
森
林
の

経
営
権
）
を
委
託
し
て
い
く
制
度
で
す
。

経
営
権
）
を
委
託
し
て
い
く
制
度
で
す
。

　

村
で
は
、
経
営
管
理
を
行
う
べ
き
と

　

村
で
は
、
経
営
管
理
を
行
う
べ
き
と

し
た
地
区
に
お
い
て
、
所
有
者
へ
意
向

し
た
地
区
に
お
い
て
、
所
有
者
へ
意
向

調
査
を
行
い
委
託
契
約
を
進
め
て
い
ま

調
査
を
行
い
委
託
契
約
を
進
め
て
い
ま

す
。
す
。❷

景
観
整
備
事
業

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
道
路
、
電
線
等
）

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
道
路
、
電
線
等
）

の
保
全
を
目
的
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

の
保
全
を
目
的
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
に
近
接
す
る
森
林
の
整
備
を
行
っ
て

ン
に
近
接
す
る
森
林
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
長
野
西
、
和

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
長
野
西
、
和

村
、
伊
奈
川
地
区
で
事
業
を
実
施
し
て

村
、
伊
奈
川
地
区
で
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
下
在
地
区
に
お
い
て
、
国

　

現
在
は
、
下
在
地
区
に
お
い
て
、
国

道
上
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

道
上
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

❸
中
山
環
境
林
化
事
業

　

中
山
は
大
桑
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

　

中
山
は
大
桑
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
縄
文
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
中
世

し
、
縄
文
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
中
世

の
山
城
址
、
八
幡
神
社
、
若
宮
神
社
、

の
山
城
址
、
八
幡
神
社
、
若
宮
神
社
、

そ
し
て
平
和
公
園
と
、
多
く
の
史
跡
等

そ
し
て
平
和
公
園
と
、
多
く
の
史
跡
等

が
存
在
し
、
周
辺
地
域
と
歴
史
・
文
化

が
存
在
し
、
周
辺
地
域
と
歴
史
・
文
化

的
に
深
い
繋
が
り
が
あ
る
里
山
で
す
。

的
に
深
い
繋
が
り
が
あ
る
里
山
で
す
。

し
か
し
、
現
在
、
ナ
ラ
枯
れ
の
発
生
や

し
か
し
、
現
在
、
ナ
ラ
枯
れ
の
発
生
や

サ
ル
を
始
め
と
し
た
有
害
鳥
獣
が
住
み

サ
ル
を
始
め
と
し
た
有
害
鳥
獣
が
住
み

着
い
て
し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え

着
い
て
し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
山
を
「
明
る
く
親
し
み
の
あ

　

こ
の
中
山
を
「
明
る
く
親
し
み
の
あ

る
里
山
づ
く
り
」
と
し
て
、
村
民
が
気

る
里
山
づ
く
り
」
と
し
て
、
村
民
が
気

軽
に
散
策
し
た
り
、
史
跡
を
訪
れ
た
り

軽
に
散
策
し
た
り
、
史
跡
を
訪
れ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
森
林
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
森
林
整
備

に
併
せ
た
遊
歩
道
の
整
備
、
独
立
し
た

に
併
せ
た
遊
歩
道
の
整
備
、
独
立
し
た

山
で
あ
る
特
性
を
生
か
し
た
眺
望
箇
所

山
で
あ
る
特
性
を
生
か
し
た
眺
望
箇
所

の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　　
❹
危
険
木
等
伐
採
補
助
金

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
象
物
へ
の
倒
木
や

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
象
物
へ
の
倒
木
や

鳥
獣
の
誘
引
を
防
ぐ
た
め
に
、
対
象
と

鳥
獣
の
誘
引
を
防
ぐ
た
め
に
、
対
象
と

な
る
樹
木
を
伐
採
す
る
所
有
者
及
び
所

な
る
樹
木
を
伐
採
す
る
所
有
者
及
び
所

有
者
か
ら
同
意
を
得
た
人
に
対
し
て
、

有
者
か
ら
同
意
を
得
た
人
に
対
し
て
、

伐
採
に
関
係
す
る
費
用
を
一
部
補
助
し

伐
採
に
関
係
す
る
費
用
を
一
部
補
助
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

❺
木
育
推
進
施
設
利
用
券
補
助
事
業

　

村
内
に
は
、
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

　

村
内
に
は
、
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
、
阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
、

木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷
キ
ャ
ン
プ
場
と

木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷
キ
ャ
ン
プ
場
と

キ
ャ
ン
プ
場
が
３
か
所
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
が
３
か
所
あ
り
ま
す
。

　

村
内
の
子
ど
も
た
ち
が
森
林
に
触
れ

　

村
内
の
子
ど
も
た
ち
が
森
林
に
触
れ

合
う
機
会
を
増
や
す
た
め
、
３
つ
の

合
う
機
会
を
増
や
す
た
め
、
３
つ
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
使
う
こ
と
の
で
き
る
利

キ
ャ
ン
プ
場
で
使
う
こ
と
の
で
き
る
利

用
券
５
０
０
０
円
分
を
小
中
学
生
に
配

用
券
５
０
０
０
円
分
を
小
中
学
生
に
配

付
し
て
い
ま
す
。

付
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
森
林
を
整
備
し
て

　

森
林
環
境
税
は
、
森
林
を
整
備
し
て

い
く
た
め
重
要
な
財
源
で
す
。
今
後
も

い
く
た
め
重
要
な
財
源
で
す
。
今
後
も

適
切
な
森
林
整
備
に
よ
っ
て
森
林
の
公

適
切
な
森
林
整
備
に
よ
っ
て
森
林
の
公

益
的
機
能
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
協
力
を

益
的
機
能
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
具
体
的
な
使
用

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
具
体
的
な
使
用

金
額
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

金
額
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
管
理
制
度
で
意
向

　

ま
た
、
森
林
経
営
管
理
制
度
で
意
向

調
査
を
行
っ
た
地
域
や
計
画
範
囲
に
つ

調
査
を
行
っ
た
地
域
や
計
画
範
囲
に
つ

い
て
も
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
て
も
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
先

【  

森
林
環
境
税 

】 

住
民
課 

税
務
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

【  

森
林
環
境
譲
与
税 

】 

産
業
振
興
課 

農
林
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▲
村ＨＰ 
「 森林環境譲与税
の使途の公表」

▲
村ＨＰ 
「 経営管理権集積
計画」
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▲

問い合わせ先　福祉健康課 福祉係　℡＊＊５５‐３０８０

　村では、福祉医療費受給者に対し、医療費（保険適用）の自己負担を助成する制度を実施しています。

給付方法   ▼０～18歳まで：受診した際、受給者証を提示で窓口負担無料 

▼ 1 9 歳 以 上： 受診した際、受給者証を提示し診察料等を全額支払い。 
後日、診察料等から500円を控除した額が振り込まれます。

福祉医療費給付金支給申請書
県内の医療機関、坂下診療所、はなの木薬局坂下店、エール調剤薬局坂下店以外の医療機関を利用
した場合は、全額支払後、申請書の提出が必要となります。申請期間は診療月から１年以内ですが、
なるべく溜めず、定期的な提出をお願いします。申請書は１医療機関につき１枚必要となります。 
（例）Ａ院で外来診療後、Ｂ薬局で薬を受領した場合は、Ａ院とＢ薬局で計２枚の申請書が必要です。

大桑村福祉医療費給付制度

区　分 対　象　者 所 得 制 限
子  ど  も 18歳に達する日以降の３月 31日まで な　し

障  害  者

身体障害者手帳１級・２級 特別障害者手帳準拠
身体障害者手帳３級 本人が所得税非課税
療育手帳Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２ 特別障害者手帳準拠精神保健福祉手帳１級
精神保健福祉手帳２級 本人が所得税非課税
精神保健福祉手帳３級 所得税非課税世帯
65歳以上の国民年金施行令別表該当者 特別障害者手帳準拠

ひとり親世帯 18歳未満の母子家庭の母子 児童扶養手当準拠18歳未満の父子家庭の父子
妊  産  婦 母子手帳取得から出産後１年の月末 な　し

受給対象者
※ 制度を利用す
るには、福祉
医療受給者資
格申請が必要
となります。

注意事項
・ 保育園、学校活動中のケガで、スポーツ共済の対象となる場合
は、制度が利用できません。
・ 高額療養費や付加給付金が支給された場合は、役場へ連絡して
ください。

▲  申請書等は村ＨＰから
ダウンロードできます。

　村では住宅の耐震化に関する普及啓発や支援を進めています。
　昭和56年以前の建築基準法の旧耐震基準により建てられた住宅は、耐震性が低く、大きな揺
れに耐えられない可能性があります。１月１日に発生した能登半島地震においても、旧耐震基準
の家屋や古い日本家屋が多く倒壊しているという報道もありました。
　長野県が平成27年３月に公表した長野県地震被害想定調査報告書によれば、大桑村でも南海
トラフ巨大地震を始め、東海地震、木曽山脈西縁断層帯の地震などで、震度５強から震度７が予
想されています。
　いつ起きるかわからない巨大地震から家族の命や財産を守るためにも、次の手順で耐震性の確
認や補強工事の検討をお願いします。

▲

問い合わせ先　住民課 生活環境係　℡＊＊５５‐３０８０

住宅住宅のの耐震性耐震性をを確認確認

❷  耐震性が低いと判断された場合は 
補強工事を検討してください 
耐震補強を実施する場合、補助金があります

■既存住宅耐震補強補助金
補 助 額   工事費や設計費、補強計画に要する経費の

8/10以内。（限度額は100万円）
補助条件   

▲  

耐震診断の結果、総合評点が1.0未満である
こと。

　　　　 

▲  

耐震補強工事後の総合評点が0.7以上かつ工
事前の総合評点を上回ること。

❶住宅の状態を確認しましょう
■住宅の耐震診断
長野県木造住宅耐震診断士が住宅
の耐震安全性の調査や評価、耐震
補強工事の方法を提案します。 
村が業務主体のため、所有者の費
用負担はありません。
対象住宅   昭和56年５月31日以前

に建築工事に着手した
一戸建て木造住宅
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村
で
は
昨
今
の
物
価
高
騰
へ
の
対
策

と
し
て
、
村
内
の
事
業
所
で
使
用
で
き

る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
郵
送
し
た
購
入
引
換
券

１
枚
で
、
１
万
３
千
円
分
使
用
で
き
る

商
品
券
が
１
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

販
売
・
使
用
期
限

　

２
月
18
日
㈰
ま
で

　

※ 

使
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
商
品
券
は

無
効
に
な
り
ま
す
。
期
限
ま
で
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
取
扱
店

・ 

村
内
（
須
原
、
大
桑
、
野
尻
）
郵
便
局

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
大
桑
須
原
店

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
大
桑
野
尻
店

※ 

こ
の
商
品
券
は
、
国
の
「
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
活
用
し
た
事
業
で
す
。

　

殿
下
落
地
区
が
地
区
防
災
マ
ッ
プ

を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
村
と
県
が
共
同
で
地
区

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
支
援
す
る
事

業
で
す
。
今
回
、
殿
下
落
地
区
の
皆

さ
ん
で
地
域
の
自
主
避
難
ル
ー
ル
を

定
め
た
、
地
区
防
災
マ
ッ
プ
（
自
主

避
難
計
画
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

地
区
防
災
マ
ッ
プ
っ
て
何
？

　

地
区
防
災
マ
ッ
プ
（
自
主
避
難
計

画
）
は
、
居
住
す
る
地
区
の
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
、
そ
の
地
区
の
実
情

を
確
認
し
、
危
険
な
場
所
や
避
難
場

所
、
災
害
時
に
役
立
つ
も
の
等
を
書

き
込
ん
だ
地
図
の
こ
と
で
す
。

　

殿
下
落
地
区
で
は
、
８
月
23
日
、

９
月
27
日
の
２
回
、
地
区
住
民
が
集

ま
り
、
危
険
な
場
所
や
避
難
経
路
の

確
認
を
行
い
、
地
区
の
地
図
に
書
き

込
み
ま
し
た
。

な
ぜ
必
要
な
の
か

　

近
年
、
全
国
各
地
で
土
砂
災
害
が

発
生
し
、
避
難
の
遅
れ
と
災
害
時
要

援
護
者
の
被
災
へ
の
対
応
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害

に
よ
る
人
的
被
害
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
安
全
な
場
所
へ
速
く
避
難
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
に
地
区
防
災
マ
ッ
プ
は
、

住
民
が
作
成
し
な
が
ら
地
区
の
状

況
を
確
認
、
理
解
で
き
る
と
と
も
に
、

完
成
時
に
は
地
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
防

災
・
避
難
計
画
を
共
有
す
る
手
引
書

と
な
り
ま
す
。

　

殿
下
落
地
区
で
は
完
成
し
た
地
区

防
災
マ
ッ
プ
を
各
戸
へ
配
布
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
危
険
な
場
所
や

避
難
経
路
の
情
報
共
有
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

村
と
県
で
は
、
毎
年
１
地
区
を
対

象
に
地
区
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

も
実
施
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
作

成
を
希
望
す
る
地
区
は
役
場
ま
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

地
区
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課 

危
機
管
理
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

▼ 

問
い
合
わ
せ
先 

産
業
振
興
課 

商
工
観
光
係 

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

物
価
高
騰
対
策
２
０
２
３

お
お
く
わ
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券  

販
売
中

▲

 

完
成
し
た
地
区
防
災
マ
ッ
プ
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　２月16日㈮から３月15日㈮までの期間で、令和５年分所得税及び令和６年分
住民税の申告相談が始まります。
　申告の要否の基準、申告の際の持ち物など、以下の項目を参考に準備をお願い
します。

申告相談申告相談ののおしらせおしらせ

次のいずれかに該当する人
　❶ 事業所得がある人（農業、営業、不動産、個人年金、譲渡所得、一時所得、売電など）
　❷  ２か所以上から給与を受けている人（ただし全ての給与を合算して年末調整を受けた

人を除く）
　❸ 年末調整をしていない人または、年末調整に誤りのある人
　❹ 医療費控除、寄付金控除、雑損控除、１年目の住宅借入金特別控除等を受ける人
※申告の内容によっては、税務署へ直接申告していただく場合があります。 
※❶～❸に該当する人には事前に役場から通知はがきを発送します。

申告が必要な人

申告の際に持参するもの
□ 役場、税務署からの通知はがき
□ 収入のわかるもの（源泉徴収票・収入内訳書など）
□ 通帳および登録印
□ 各種控除を受けるための証明書（国民年金保険料支払証明書など）
□  マイナンバーカード 
※マイナンバーカードを持っていない場合は、通知カードと本人確認書類が必要になります。 
※ 通知カードは再発行ができません。紛失した場合は、マイナンバーカードを作成するか、個人番号
が記載された住民票等を取得する必要があります。

□  利用者識別番号のわかる書類 
※ 利用者識別番号は、税務署から送付された「確定申告のお知らせハガキ」か、役場で発行された
「利用者識別番号の通知」の控えを持参してください。

　医療費控除とは、１年間にかかった医療費が10万円（総所得金額等が200万円未満の人
は総所得金額等の５％）を超えた場合に受けられる所得控除制度です。
【対象になる医療費の要件】
　 ▼   令和５年１月１日から令和５年12月31日までに、自身が支払ったまたは、生計を一緒

にしている配偶者や親族のために支払った医療費 
※控除を受ける人の所得により控除額が変わります。 
※インフルエンザワクチンなどの予防接種は、「治療」ではないため対象になりません。

【準備するもの】
　 ▼  加入保健機関などが発行する医療費通知
　 ▼   領収書（令和５年中の領収のもの） 

　 受診した人別、医療機関別、薬局別、日付順に整理して、それぞれの合計金額を出
してください。

　 ▼  生命保険会社などが発行する医療費を補てんする保険金がわかる書類

医療費控除について

6



　

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
は
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

売
却
や
譲
渡
な
ど
に
よ
り
車
が
手

元
に
な
い
場
合
で
も
、
３
月
31
日
ま

で
に
名
義
変
更
手
続
き
が
完
了
し
て

い
な
い
と
令
和
６
年
度

も
引
き
続
き
課
税
さ
れ

ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

▼
問
い
合
わ
せ
先

●

自
動
車
の
場
合

　
　

松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
　

℡
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
４
３

●

軽
自
動
車
の
場
合

　
　

軽
自
動
車
検
査
協
会

　
　

長
野
事
務
所
松
本
支
所

　
　

℡
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
１
８
５
５

●

大
桑
村
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
の
場
合

　
　

住
民
課 

税
務
係

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

持ち物： ①本人確認書類（免許証や保険証など） 
②ＱＲコード付きの交付申請書 
※ 交付申請書がない場合でも村内に住所のある人は役場で申請書を発行できます。
発行に時間がかかるため申請書がない人は事前に連絡してください。

役場第１会議室で実施する申告相談に併せて、マイナンバーカードの申請をサポートします。

申告相談会場でマイナンバマイナンバーーカカーード申請ド申請
▲

問い合わせ先　住民課 住民係　℡＊＊５５‐３０８０

　健康の保持増進及び疾病の予防として一定の取組を行っている人が、その年中に自己また
は自己と生計を一緒にする配偶者や親族のために12,000円を超える対象医薬品を購入した
場合に通常の医療費控除との選択適用を受けることのできる制度です。 
※選択適用のため、この控除を受けた場合は通常の医療費控除は受けることができません。
【一定の取組】
　一定の取組とは、人間ドック、定期健康診断、インフルエンザワクチン接種などをいいます。
【対象医薬品の範囲】
　対象医薬品は、医師によって処方される医薬品、薬局やドラッグストアで
購入できる医薬品に転用された医薬品（スイッチOTC医薬品）及びスイッ
チOTC医薬品と同種の効能又は効果を有する一定の医薬品です。 
※具体的な対象医薬品の一覧は右記QRコードから確認してください。
【必要書類】
　・対象医薬品を購入した領収書（令和５年中の領収のもの） 
　・一定の取組を証明する書類

セルフメディケーション税制（医療費控除特例）

▲  厚生労働省HP
「セルフメディ
ケーション税
制について」

▲

問い合わせ先　住民課 税務係　℡＊＊５５‐３０８０

確定申告の
日程と会場
◎ 土日祝日は申告相談
を行いません。 
注意してください。

日　　程 会　　場 時　　間
２月16日㈮ ～ 19日㈪ 役 場 会 議 室 ９：00～16：00
　　20日㈫ ～ 22日㈭ 野 尻 地 区 館 ９：30～16：00
　　26日㈪ ～ 27日㈫ 須 原 地 区 館 ９：30～16：00
２月28日㈬ ～ ３月15日㈮ 役 場 会 議 室 ９：00～16：00
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金
井　

元

　

有
機
米
試
験
栽
培
中
の
金
井
で
す
。

昨
年
も
本
当
に
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
年
作
っ

て
お
か
げ
さ
ま
で
ど
う
に
か
有
機
の

米
作
り
の
道
筋
が
掴
め
た
か
な
と
思

い
ま
す
。
休
耕
田
で
水
が
溜
ま
ら
ず

７
月
の
田
植
え
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
い
も
ち
病
耐
性
の
強
い
品

種
（
香
り
米
ヒ
エ
リ
、
え
み
の
あ
き
、

ゆ
み
あ
ず
さ
）
を
主
に
作
付
け
し
た

の
で
、
地
力
が
高
過
ぎ
る
田
に
も
か

か
わ
ら
ず
病
気
は
出
ず
、
ま
あ
ま
あ

の
量
を
収
穫
で
き
ま
し
た
。
有
機
の

稲
の
自
己
防
衛
力
の
高
さ
で
し
ょ
う

か
。

　

あ
き
た
こ
ま
ち

あ
き
た
こ
ま
ち  

は
休
耕
田
の
地

力
が
高
い
上
に
霧
が
出
る
田
で
、
穂

い
も
ち
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
味
の

良
い
米
が
で
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ス
ミ

ジ
ャ
ス
ミ

ン
ラ
イ
ス

ン
ラ
イ
ス  

も
少
し
試
し
ま
し
た
が
、

良
い
香
り
に
誘
わ
れ
電
気
柵
を
飛
び

越
え
た
猪
に
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
成

熟
が
若
干
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
田

植
え
を
早
め
れ
ば
解
決
す
る
と
思
い

ま
す
。
背
が
非
常
に
高
く
１
７
０
セ

ン
チ
ほ
ど
に
な
り
茎
を
何
か
に
使
え

た
ら
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　

え
み
の
あ
き

え
み
の
あ
き  

は
旨
味
検
査
で
全
国

平
均
の
２
倍
以
上
の
数
値
に
な
り
ま
し

た
。
ど
の
品
種
も
旨
味
甘
味
は
高
く
、

順
次
検
査
で
数
量
化
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ヒ
エ
リ

ヒ
エ
リ  

は
圃
場
に
あ
る
と

き
か
ら
香
り
が
高
く
、
炊
く
と
芳
ば
し

い
食
欲
を
誘
う
香
り
が
し
ま
す
。
試
食

で
は
最
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
、
評
価

も
高
か
っ
た
で
す
。
ど
の
米
も
甘
さ
、

火
通
り
の
良
さ
、
柔
ら
か
さ
、
香
り
な

ど
有
機
米
特
有
の
味
わ
い
が
、
品
種
を

超
え
て
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

今
年
も
有
機
栽
培
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
夏
に
は
松
本
の
自
然
農
法
セ
ン

タ
ー
の
圃
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
も
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

２
月
よ
り
「
農
業
う
け
う
り
新
聞
」

を
発
行
し
ま
す
。
実
践
で
納
得
で
き
た

農
業
技
術
の
耳
よ
り
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。
１
月
号
は
「
除
草
剤
な
し
で
ヒ

エ
を
抑
え
る
！
」
で
す
。
順
次
、
有
機

給
食
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
補
助

金
制
度
な
ど
ト
レ
ン
デ
ィ
な
話
題
を
お

届
け
し
ま
す
。今

後
の
企
画

❶ 

第
２
回
有
機
栽
培
講
演
会 

ー 

畑
作 

ー 

　

３
月
16
日 

　

※
詳
細
は
回
覧
し
ま
す
。

❷ 

昨
年
の
有
機
栽
培
講
演
会
の
お
さ
ら
い
会

（
有
機
と
は
・
緑
肥
・
土
づ
く
り
・
用
語
解
説
）

❸
「
農
業
う
け
う
り
新
聞
」
の
発
行

❹ 

有
機
栽
培
の
畑
の
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

（
７
〜
８
月
松
本
市
）

❺ 

第
３
回
有
機
栽
培
講
演
会 

ー 

稲
作 

ー

（
時
期
未
定
）

　

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

譲
っ
て
く
だ
さ
い
・
教
え
て
く
だ
さ
い

　

就
農
の
た
め
の
農
業
・
木
工
機
械
各

種
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。
有
償
、
無
償
、

壊
れ
て
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

 

田
植
え
機
、
石
臼
（
手
回
し
・
電

動
）、
エ
ン
ジ
ン
、
モ
ー
タ
ー
（
動

力
類
）、
軽
〜
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
、
単

管
や
く
さ
び
式
足
場
材
、
乾
燥
機

（
灯
油
、
薪
）、
溝
切
り
、
播
種
機
、

堆
肥
散
き
機
な
ど
。

▼
教
え
て
く
だ
さ
い

　
 

溶
接
、
機
械
改
修
、
電
気
や
油
圧
の

基
礎
、
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ト
ラ

ク
タ
ー
の
耕
運
、
圃
場
の
ド
ロ
ー
ン

撮
影
な
ど
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）
の
接
種

の
機
会
を
逃
し
た
人
を
対
象
に
、

改
め
て
公
費
で
の
接
種
の
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
18
年

度
生
ま
れ
の
女
性
で
、
過
去
に

合
計
３
回
の
接
種
を
完
了
し
て

い
な
い
人

公
費
で
の
接
種
期
間

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

３
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終

え
る
ま
で
に
約
６
か
月
か
か

り
ま
す
。
期
間
内
に
無
料
で

接
種
を
終
え
る
に
は
、
１
回

目
の
接
種
を
９
月
ま
で
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
健
康
課 

保
健
係 

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

長
野
県
庁
感
染
症
対
策
課

　
　

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
４
８

▼ 

連
絡
先 

金
井 

携
帯
番
号 

℡ 

０
８
０
‐
６
０
０
７
‐
５
４
８
８
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広
報
２
０
２
３
年
11
月
号
で
人
生
会

議
に
つ
い
て
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
「
大

事
な
こ
と
だ
ね
」
「
初
め
て
聞
い
た
」

等
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
生

会
議
と
聞
く
と
、
ど
う
逝
き
た
い
か
の

人
生
の
最
終
段
階
だ
け
を
決
め
て
い
く

こ
と
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
本
人

と
本
人
の
大
切
な
人
と
医
療
従
事
者
が

話
し
合
う
中
で
、
本
人
の
価
値
観
が
明

ら
か
に
な
り
、
望
む
暮
ら
し
を
確
認
し

合
う
過
程
そ
の
も
の
が
大

切
な
こ
と
で
す
。
今
回
は
、

人
生
会
議
に
つ
い
て
今
あ

な
た
が
で
き
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。

❶
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
考
え
る

　

自
分
は
何
を
し
て
い
る
時
が
楽
し
い

の
か
、
幸
せ
な
の
か
、
自
分
ら
し
い

生
き
方
な
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
が
整
理
で
き
た
ら
、
次
に
自

分
の
命
が
限
ら
れ
て
い
る
と
分
か
っ
た

時
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
か
、
ま
た
、
し
て
ほ
し
く
な
い
か
を

次
の
〈
表
〉
を
も
と
に
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
当
て
は
ま
る
も
の
が
い
く
つ

あ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
し
「
そ
の
他
」

の
項
目
が
い
く
つ
も
思
い
つ
く
人
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
が
大
切
に

し
た
い
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

❷
生
活
（
療
養
）
の
場
所
を
考
え
る

　

次
に
あ
な
た
の
大
切
な
こ
と
や
自
分

ら
し
さ
が
失
わ
れ
ず
、
生
活
で
き
る
場

所
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

　

長
年
暮
ら
し
て
き
た
自
宅
に
い
る
こ

と
を
大
切
に
し
た
い
人
も
い
ま
す
し
、

一
人
暮
ら
し
の
人
で
あ
れ
ば
誰
か
（
大

切
な
人
や
頼
り
に
な
る
医
療
従
事
者
）

が
近
く
に
い
て
く
れ
れ
ば
安
心
と
い
う

人
も
い
ま
す
。
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
あ

れ
ば
、
家
事
や
相
手
の
介
護
が
負
担
に

な
ら
ず
二
人
で
の
ん
び
り
す
る
時
間
を

大
事
に
し
た
い
人
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
場
所
、
最
期

の
時
を
過
ご
す
場
所
を
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

❸
自
分
の
大
切
な
人
は 

 

誰
か
を
考
え
る

　

あ
な
た
の
今
後
の
生
活
、
ま
た
い
ざ

と
い
う
時
に
受
け
る
医
療
や
ケ
ア
に
つ

い
て
、
あ
な
た
の
代
わ
り
に
な
っ
て
関

係
者
と
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
人
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

　

配
偶
者
や
子
ど
も
、
兄
弟
、
あ
る
い

は
友
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一

人
に
絞
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
の
こ
と
を
よ
く
理

解
し
、
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
や
考
え
方

を
尊
重
し
て
く
れ
る

人
は
誰
な
の
か
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

❹
大
切
な
人
に
考
え
を
伝
え
る

　

❶
〜
❸
の
考
え
が
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
ら
、
そ
れ
を
❸
で
選
ん
だ
人
に
こ

れ
ま
で
の
考
え
た
こ
と
や
望
む
暮
ら
し

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
加
え
、
そ
の

考
え
に
至
っ
た
経
緯
や
ま
だ
気
持
ち
が

揺
れ
動
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
迷

い
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、

あ
な
た
の
考
え
を
尊
重
し
た
医
療
や
ケ

ア
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
主
治
医
や
介

護
従
事
者
に
も
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

あ
な
た
の
今
の
考
え
は
、
年
齢
、
身

体
の
状
況
、
家
族
の
状
況
、

社
会
の
状
況
で
揺
れ
動
き
、

変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
の
都
度
大
切
な
人
へ
あ

な
た
の
考
え
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

最
後
に
…  

 

　

 　

あ
な
た
と
友
人
や
親
戚
の
人
と
で

は
考
え
方
や
選
択
し
た
結
論
は
違
う

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
違
っ
て

い
て
も
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切

な
人
が
悩
み
な
が
ら
話
し
合
い
、
納

得
し
て
出
し
た
結
論
は
ど
れ
も
尊
い

も
の
で
す
。
ゆ
っ
く
り
焦
ら
ず
じ
っ

く
り
と
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
あ
な
た
も
周
り

の
人
か
ら
考
え
や
結
論
を
伝
え
ら
れ

た
時
に
は
そ
の
考
え
や
結
論
を
尊
重

し
、
応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
ち
が
っ
て

み
ん
な
ち
が
っ
て  

  

み
ん
な
い
い

み
ん
な
い
い

  

〜〜  

人
生
会
議

人
生
会
議part 2 

part 2 

〜〜

〈
表
〉

●
家
族
や
友
人
の
そ
ば
に
い
る
こ
と

● 

仕
事
や
社
会
的
な
役
割
が
続
け

ら
れ
る
こ
と

● 

身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
で

き
る
こ
と

● 

で
き
る
限
り
の
医
療
を
受
け
ら

れ
る
こ
と

●
家
族
の
負
担
に
な
ら
な
い
こ
と

●
痛
み
や
苦
し
み
が
な
い
こ
と

●
少
し
で
も
長
く
生
き
る
こ
と

●
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と

●
一
人
の
時
間
も
保
て
る
こ
と

●
自
分
が
経
済
的
に
困
ら
な
い
こ
と

●
家
族
が
経
済
的
に
困
ら
な
い
こ
と

●
そ
の
他

大桑村地域包括支援センター大桑村地域包括支援センター
TEL ＊＊ 55-4022（直通）TEL ＊＊ 55-4022（直通）

包括支援包括支援
センターだよりセンターだより

金澤 典子 金澤 典子 保健師保健師
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情報掲示板情報掲示板
問   

住
民
課 
住
民
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
通

知
を
送
付
し
ま
す
。（
令
和
５

年
度
か
ら
年
１
回
の
送
付
と
な

り
ま
す
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
１
月
中

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
に
は
令
和
４
年
11
月
か

ら
令
和
５
年
10
月
の
受
診
履
歴

が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
に
使
用
さ
れ
る

際
、
令
和
５
年
11
、
12
月
受
診

分
に
つ
い
て
は
ご
自
身
で
医
療

費
控
除
の
明
細
書
の
作
成
が
必

要
で
す
。

問   （
公
財
）長
野
県
長
寿
社
会 

開
発
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
‐
２
２
６
‐
３
７
４
１

　

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
は
、
シ

ニ
ア
世
代
の
教
養
、
健
康
、
地

域
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
多
様

な
学
び
や
仲
間
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
県
内

在
住
の
人

募
集
期
間

　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月
31
日
㈰

募
集
コ
ー
ス

●
一
般
コ
ー
ス
（
県
内
10
学
部
）

 
内　

容
： 

教
養
講
座
、
趣
味
・

健
康
・
交
流
講
座
、

地
域
づ
く
り
講
座

期　

間
：
２
年
間

授
業
料
： 
年
額
１
２
０
０
０
円

（
そ
の
他
自
主
活
動

経
費
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
専
門
コ
ー
ス
（
長
野
学
部
内
）

テ
ー
マ
： 

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
デ

ザ
イ
ン
か
ら
選
択

期　

間
：
１
年
間

授
業
料
： 

年
額
２
６
０
０
０
円

（
そ
の
他
自
主
活
動

経
費
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

問   

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本

部
松
本
地
域
事
務
所

℡
０
２
６
３
‐
36
‐
２
７
８
７

受
付
期
間

●
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

　

３
月
１
日
㈮
〜
４
月
12
日
㈮

●
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

　

３
月
１
日
㈮
〜
５
月
７
日
㈫

●
自
衛
官
候
補
生

　

年
間
を
通
じ
て
受
付

● 

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
及
び

技
能
）

　

１
月
22
日
㈪
〜
４
月
11
日
㈭

採
用
時
期

●
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

　

令
和
７
年
３
月
中
旬
〜 

 

４
月
上
旬

●
一
般
曹
候
補
生

　

令
和
７
年
３
月
下
旬
〜 

 

４
月
上
旬

●
自
衛
官
候
補
生

　

採
用
予
定
通
知
で
お
知
ら
せ

●
予
備
自
衛
官
補

　

令
和
６
年
７
月
以
降

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問   

人
事
院
関
東
事
務
局

℡
０
４
８
‐
７
４
０
‐
２
０
０
６

　

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

● 

総
合
職
試
験
（
大
学
院
卒
者

試
験
、
大
卒
程
度
試
験
） 

受
付
期
間 

　
２
月
５
日
㈪
〜
２
月
26
日
㈪

第
１
次
試
験
日 

　

３
月
17
日
㈰

● 

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試

験
） 

受
付
期
間 

　
２
月
22
日
㈭
〜
３
月
25
日
㈪

第
１
次
試
験
日 

　

６
月
２
日
㈰

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問   

放
送
大
学 

長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
６
‐
58
‐
２
３
３
２

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
８
万
５
千
人
以
上
の

学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

授
業
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視
聴
、
講
師

か
ら
直
接
受
け
る
３
つ
の
ス
タ

イ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学

な
ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
ま
す
。

出
願
期
限

　
▼
第
１
回　

２
月
29
日
㈭

　
▼
第
２
回　

３
月
12
日
㈫

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
通
知
の
送
付

令
和
６
年
度

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
等
募
集

国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
入
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

▲  人事院 
「採用情報NAVI」

10



の行事予定
1 金 ひなまつり会（保育園）

2 土 推しレコ！（図書館）
なんでも体験わくわく隊「らんらん会」

3 日 ビブリオバトル（図書館）

4 月
5 火 健康教室（野尻地区館）

6 水
7 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

8 金
9 土
10日
11月
12火 健康教室（野尻地区館）

13水 ゴールデンシューの日（スポーツ公園）

14木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）
３学期終業式（小学校）

15金
小学校卒業式
３学期終業式（中学校）
申告相談（2/16～）

16土
17日
18月 中学校卒業式

19火 なんでも相談（野尻地区館）
健康教室（野尻地区館）

20水
21木 おはなし会（図書館）

らくらく筋トレ教室（野尻地区館）
22金 保育園卒園式

23土 図書館 de シネマ（図書館）

24日
25月
26火 健康教室（野尻地区館）

27水
28木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

29金
30土
31日

３３月

※都合により、変更・中止になる可能性があります。 ①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 6、13、20、27
英 会 話 ① 19：30 6、13、20、27
押 し 花 教 室 ② 10：00 15
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 13、27
レザークラフト ⑦ 9：30 5、19
陶 芸 教 室 ④ 10：00 22、23

コール・マルベリー
① 19：30 6、20
② 19：30 13、27

詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 13：00 5、12、19、26
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 12、26
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 6、13、27
ヨ ガ ② 14：00 9、23
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 休み
フラ教室〈昼〉 ③ 13：30 4、11、18
フラ教室〈夜〉 ② 19：30 1、15
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 2、16、30
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 9、23
池坊いけばな教室 ③ 12：30 12、26
笑 い ヨ ガ ② 13：30 28

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020
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１
月
14
日　
須
原
地
区
で
行
わ
れ
た
ど
ん
ど
焼
き
の
様
子
で
す
。

　
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
と
な
っ
た
松
飾
り
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
招

福
の
歌
」
を
唄
っ
た
後
に
、
火
が
点
け
ら
れ
、
時
々
竹
の
弾
け
る
小
気
味

い
い
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、
澄
ん
だ
冬
空
に
煙
を
登
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
ん
ど
焼
き
は
、
平
安
時
代
の
宮
中
行
事
「
左
義
長
」
が
起
源
で
、
年

に
１
回
、
お
正
月
の
締
め
く
く
り
に
行
わ
れ
る
歴
史
の
深
い
伝
統
行
事
で

す
。近
年
で
は
高
齢
化
な
ど
の
原
因
で
止
め
る
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

規
模
の
大
小
関
係
な
く
こ
の
伝
統
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

３月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
3日㈰ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
10 日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
17 日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
20 日㈬ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
24 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
31 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264

村の人口
1,488 世帯

（前月比±０世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 0 0 0
死　　　亡 ４ ３ ７
転　　　入 ４ ４ ８
転　　　出 ６ ３ ９
総　人　口
（前月比）

1,610
（－６）

1,703
（－２） 

3,313
（－８） 

（２月１日現在・住民基本台帳登録人数）

１月のできごと １月14日
どんど焼き

１月15日

保育園
小正月

１月20日
中学校
立志式

１月10日

小学校
110番の日

１月７日
消防団
出初式

須原地区

阿寺地区

大島地区

1月 16日
大谷翔平選手からのグ

ローブ紹介

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  http://w
w

w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp

印
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

広
報
お
お
く
わ
N
o.592

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
６
年
２
月
８
日
発
行


